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近藤先生の最近の理論 1)に対 して､芳田先生がきれた反論 2)とほとん ど同 じ

















の場合も同 じになbますOこのとき､singularpointを近藤先生 と同 じ処
方､近似で計算すると





りS~ニー efe耳Pト号空言 〕 (7)
で した.以上の結果を私の簡単なオモチャについての計算 3)と比戟 してみますO
エネルギーが負になる場合 も予想 して rei■･3) め(ll) の前の式はよ9正確
には
瑚 - ln吏⊥-i打P8回 廟
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で与えられる左辺の状態ベク トルと同 じ表式になってしって､(1)は singlet
sもate潮 は triplet の全スピンの2:成分等の状態､(J5)は tripletの top







と同 じではないかとい う疑問が起ってきます.少 (ともref･1)_の結果では同
じことになbますo
Jの正負によらず異常点があらわれて-､それがス ピンの長ま S,(S+1) に
依存 した結論は､KondD 効果 と異なって､ 甘梯子型 ,グラフ だけを虞めた
か らだとい う可能睦は十分にあれ 答えb'≠ェックになる点だと患いますo
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